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舗装修繕について 293号 足利市樺崎町

〈事業効果〉
傷んだ舗装の修繕により、舗装寿命を１０年延命させ、維持管理コストを縮減できた。

舗装修繕を実施施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・アスファルト舗装修繕工 A=1,080m2

至 山形町 至 足利市

1

工事延長 L=160m



標準横断図

舗装修繕について 足利千代田線 足利市堀込町

〈事業効果〉
傷んだ舗装の修繕により、舗装寿命を１０年延命させ、維持管理コストを縮減できた。

舗装修繕を実施施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・アスファルト舗装修繕工 A=2,360m2

至 山形町 至 足利市

2

工事延長 L=210m
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表層工　耐流動用密粒度ギャップAs改質Ⅱ型(13) t=5cm

ひび割れあり

至 国道50号至 足利市街地
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舗装版破砕 t=10cm

表層　 耐流動用密粒ギャップAs改質Ⅱ型(13) t=5cm

3.03.00.5 0.5 3.53.5
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掘削 t=22cm

上層路盤　瀝青安定処理材 t=12cm

基層　 エコスラグ入り再生粗粒度アスコン(20)-75 t=5cm

中間層 耐流動用粗粒度As改質Ⅱ型(20)-75 t=10cm

成形目目地材
t=5mm H=40mm W=25mm

6.65m

標準横断図

舗装修繕について 山形寺岡線 佐野市赤見町

〈事業効果〉
傷んだ舗装の修繕により、舗装寿命を２０年延命させ、維持管理コストを縮減できた。

舗装修繕を実施施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・アスファルト舗装修繕工 A=780m2

至 山形町

至 足利市

3

工事延長 L=100m
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標準横断図

防草対策について ２９３号 足利市樺崎町

〈事業効果〉
防草コンクリートの施工により雑草の繁茂が抑制され、歩行者・自転車の安全が確保できた。

防草工を実施施工前 施工後

平面図
【実施内容】
・防草コンクリート工 L=545m

至 佐野市

至 足利市市街地
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工事延長 L=545.0m

標準横断図　S=1:100 
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歩道舗装（再生密粒度As(13)-50）t= 3cm

プライマー塗布
W=15cm,t=1.5cmプライマー塗布

W=15cm,t=3.6cm
目地シート

目地シート（L字）
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防草工　L=960m

防草対策について 佐野太田線 佐野市村上町

〈事業効果〉
防草テープの施工により、雑草の繁茂が抑制され歩行者・自転車の安全が確保できた。

防草対策を実施施工前 施工後

位置図
【実施内容】
防草工 L=960m標準横断図
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防草テープ 防草テープ



堆積土除去について 名草川 足利市名草上町

〈事業効果〉
堆積土の除去により、流下能力が約1.2倍に向上し、浸水被害のリスクを軽減できた。

堆積土除去工を実施施工前 施工後

平面図
【実施内容】
・堆積土除去工 A=2,300m3

標準横断図
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名草川 名草川

田中橋

名草上町
自治会館

田中橋 田中橋

堆積土除去工 L=600m
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堆積土除去について 旗川 佐野市石塚町

〈事業効果〉
堆積土の除去により、流下能力が約1.6倍に向上し、浸水被害のリスクを軽減できた。

堆積土除去を実施
施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・堆積土除去工 V=4,600m3

堆積土除去 L=150m
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旗川

旗川
旗川

標準横断図
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堤防強化事業について 秋山川 佐野市吉水町

〈事業効果〉
築堤盛土の実施により、越水被害のリスクを軽減できた。

平面図 工事延長 L=180m

標準横断図

【実施内容】
・築堤盛土 V=1,100m3
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秋山川

秋山川

築堤盛土を実施施工後施工前

秋山川秋山川

2.3m



YP 30.302

A1

A2

P6

F M MMMM MF MH.W.L

塗装工事その1（道路メンテ）

Ｌ＝２５ｍ　Ａ＝９４５㎡ Ｌ＝30.3m　A=1232m2

令和４年度

橋梁塗装工事その1(道路ﾒﾝﾃ)

令和４年度 令和４年度

橋梁塗装工事その2(道路ﾒﾝﾃ) 橋梁塗装工事その3(道路ﾒﾝﾃ)

Ｌ＝55.3m　A=2124m2 Ｌ＝55.3m　A=2124m2 Ｌ＝46.1m　A=1792m2Ｌ＝49.6m　A=1953m2

令和５年度 橋梁塗装工事
佐野太田線その2(道路ﾒﾝﾃ)佐野太田線その1(道路ﾒﾝﾃ)

令和５年度　橋梁塗装工事 令和５年度 橋梁塗装工事

Ｌ＝54.8m　A=2144m2

上部工　塗替え塗装工

  佐野太田線その3(道路ﾒﾝﾃ)

橋梁塗装について 佐野太田線 足利市川崎橋

〈事業効果〉
塗装面が劣化した橋梁の塗替えにより、橋梁の寿命を延命できた。

塗替塗装工を実施施工前 施工後

側面図

【実施内容】
・塗替塗装工 L=150m

橋梁塗装工事 L=150m

標準横断図
1.5% 1.5% 1.5%

ＲＣ床版 200mm
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1.5% 1.5%

　 地覆の打替え

覆の打替え
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断面修復

④ 防護柵の取替え

① 排水管の取替え

⑥ 橋面防水工・舗装打替え護柵の取替え

④ 水切り板取付け

① 排水管の取替え

⑥ 排水ます取替え

F M F M M F M F
H.W.L 32.858

M MF F

橋梁補修について 足利館林線 足利市福猿橋

〈事業効果〉
傷んだ舗装の修繕と伸縮装置の交換により、良好な走行環境を確保できた。

舗装修繕・伸縮装置取替を実施施工前 施工後

側面図

【実施内容】
・橋梁舗装修繕工 L=300m
・伸縮装置取替工 4箇所

標準横断図
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舗装工・伸縮装置取替工

伸縮装置伸縮装置



2.0%
2.0%

アスファルト舗装 t=30mm

（均しコンクリート t=50mm)アスファルト舗装 t=80mm

G1 G2 G3 G4

塗替塗装工　　　      

　　ひび割れ補修工　      

舗装打替工　　　      

橋面防水工　　　      

　排水管取替工　      

断面修復工　　　      

表面保護工　　　      

水切り設置工　　　      

※下流側横引き管のみ　      

　　水切り設置工　      
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橋梁塗装工事 L=38m

橋梁塗装について 寺岡館林線 足利市新明陸橋

〈事業効果〉
塗装面が劣化した橋梁の塗替えにより、橋梁の寿命を延命できた。

塗替塗装工を実施施工前 施工後

側面図
【実施内容】
・塗替塗装工 L=38m

標準横断図
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歩道橋塗装について 佐野環状線 佐野市向川原歩道橋

〈事業効果〉
塗装面が劣化した歩道橋の塗替えにより、歩道橋の寿命を延命できた。

塗替塗装工を実施施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・塗装工 A=958m2
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通路部断面図



交通安全について 桐生田沼線外 佐野市飛駒町外

〈事業効果〉
区画線（白ライン）の施工により、道路の安全性や円滑な交通を確保できた。

区画線工を実施施工前 施工後

平面図 【実施内容】
・区画線工（白ライン） L=3,200m
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